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マスタ シリンタ ホイール シリンタ

ティスタ キヤリパの機能、腎え 淳傍

求トラムをライニンクのすき間

来予コ ‐の増動部分 ライエングの摩託

ドラムの摩托、損傷

キデイスクとパツトとの すさ簡
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ロ 走 行 装 置

タイヤの話のださ景H工な厚荒

来ヽイール ナント ふ■一Ⅲ 京ルト"
捨ル

ナ:7ロント キイール ベアリンタのかた

とリヤ ホイール ヘアリングr lがた

口 緩 衝 装 置

取付部最び連指部のかた 標み 娼傷

ン] ツク アP ツーノ1の述属れ 指壕

■ 動 力伝達装 置

ブE「ベラ ンャノト、 ヽライブ シヤフトの
自在軍手信けのコスト フーツの亀裂 碍傷

キデフア1/ンシヤルのi由漏れ れ霞

■ 電 気 装 置

キナブラクの11啓

卓メ!F寺期

デ ィストリピュ ークのキ ャ ンプの状態

八 ンテリのタ ー二十Ⅲ部の援振 Lt 告

電気彗3線の立fL郎の楼み 長傷

口 原 動 機

■気t7Dl六幸

孝エア クと'一ナ エレ文ントつ1大～

こンジン オイルの扇れ

幹■!痛な

Jンク母携のイ★害

ス[,ットリ, ′ヽブレ'  工」一タ バルフの
状善

7 ヤン ヽルトの能み 1喜阜

市を1装置の水痛れ

フロー/ イヽ 方ス選元装置の配含の損傷

螺|1客発カユ排出抑止長匿の蛇台寺σ,'自懐

チャ」一ル | キャニスタの嘉まつ 損傷

麻子J暮琵カス'卜虫"D止装置のチェ ン'

バルアの機能

触県反応方式事排出カスれ少装置の線付けの

援み 損傷

= 女言気体僑装置の機高|

,1気方ス島循環装置の機Pr

減達時p:気ガス亮少装置の検篭

一時イじ炭素等売散防止装薔の33管の損傷
叔勺状態

斜富防止装置の遷熟板の取イ寸けの経み、環傷

= ブツースト パイブ マフラの理て1け

の経み 損傷

マフラの機侍

車4■t及び奪1本の経み 提傷
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ステアサンク妄置のヽフレトの緩み

ステアリンブ表習のお癌/1 詢量

'一 ステアリング表雷の取句けの標み

麺 制 動 装 置
―キ ペタルのtFFtび 路み込んだと

,l riのすき麟

| ―キのきき具合

ゃアレー■ レバーの階みじる

セフレーキのきき具含

:] フト ケ ーフル類の緩み がた 撮傷

ャく パイブの漏れ、損傷、'7付1穴宗

= タ ンリンタ ホイール ナリンタ
:スク キャリA の夜漏れ
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のあ■力【 今多 t" スキの
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6 年十と月l BV と

ユ壁fT■理型= _ _ _ _ _ _ _ 硬暫質更更
は名布

憂互三号五[:= = 茅I存正三荘1豆丁= i= :1浜松ヤナセ 3'ヤm
点検おの絡走行揮離 整備 を完 了 した 年 ,ヽ 町

:髪笙:騒繋務ヨ壁望繍頑言
よ第5 1隼第 = 噂の規定|こより高動車模査三『の有効邸首を 3 年を■!iた自動幸にあた , てま 憲切の 2 4 用の■惇!こlf わるまⅢⅢ上の単準は 1年r t の穏に塩1するこのとし 患

切● 1 年ご]の点検に4系わる技術i上の暮章は = 年ことの将に陽げて,このとする。

■,けの卓や1,  自動学校奮忌子の交勺を受 す■1コ又は肖ラ点惇え行つた露|'降の走行拒離が争闇当たつヽ■■ロメートリIテ' 「の自動車にコとヽ日よ 17 回の当該点検在すiチベき

fi■とされう時期に革妻点惇を,1わなち`■た場合を際さ イiわないことなで～●.

記録簿は記載のEJから 2 年PER保存してください。
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